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　本論文の 目的 は 、 19世紀前半の ア メ リカに 開設され た障害児の教育施設の 開設趣 旨

とその 変化に つ い て 、 学校 関係者 や当事者 （親や障害者）が ど の よ うに関与 した の か

を明 らか にす る こ と で ある 。 1810年代後半以 降に 開設 され る聾唖院は上層 の 要望か ら

創設が 構想され たが、開設後、財 源お よび 関係者の 関与の 変更に よ っ て博愛的基盤 か

ら公共化 へ の 変化を辿る 。 しか し校長 に聖職者が多か っ た こ と 、 聾唖者 は 、 第
一
次産

業に就労可能で 貧困問題が深刻で なか っ た こ とな どか ら、学校側の慈善性や ス テ ィ グ

マ に対す る意識は低か っ た 。 こ れ に対 して 1830年代初め に開設 され る盲院で は、就労

す る場が ない た め に、職業 自立が 最大の 目標で あ っ たが 、盲児に対する慈善視 とス テ

ィ グマ の 付与が 職業 自立の 最大 の 障害 となる 。 その た め に、盲児が職業自立で きるた

め の 教育の 強化 と社会的条件の 整備を進 め る こ とに よっ て 、学校教育機関へ 脱皮する

基盤 を作 るこ とがで きた 。 1840年代末以 降に開設 され る 白痴学校は 、 教育 と学校の 概

念か ら再編 しなけれ ば な らなか っ たが 、 聾唖院 と盲院の 成果を吸収し、その 問題 と限

界を超 える理論的 ・実践的可能性が あっ た 。
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は じめに

　障害児の教 育が 18世紀 半ば の ヨ ー
ロ ッ パ で 、

聾と い う特定の 障害の ある子 ど もを対象に学校

と い う場で教育が始 まっ て か ら、現代における

イ ン ク ル
ー

シブ教育 に至る まで 、教育にかか わ

る人 々 も、制度 も 、 そ して 教育に 関す る考え方

も変化 して きた 。 なか で も、 教育に よ っ て何を

実現す るか と い う目的 と、教育の 独自で 非代替

的 な営み と して の 本質は狭小で 直接的 な内容か

ら、広範で抽象的かつ
一

般 的な内容に変 わ っ て

きた。それゆ え、現代 にお ける学校の 目的 とそ

の 具体的 内容で ある 目標は形式的で 画
一

的な内

容にな る傾 向があ り、それが実際に意味す る と

東日本国 際大学福祉環境学部

こ ろ は必ず しも明確で ある とは い えな い 。 しか

しなが ら教育の 目的 ・本質は、 日常 の 教育実践

が つ ね に参照 す べ き指標 と して の 位置にあ る 。

　そこで、現時点 における教育の 目的 ・本質の

意味 を理解す る と ともに、それが一つ の 相対的

な到達点で あ る こ とを認識す る た め に、近代に

おける 障害児教育の 成立以降の 障害児教育 にお

ける 目的 と本質に 関する変遷 と意義 につ い て 整

理 して お くこ とは 、 障害児教育の 在 り方を考察

す る うえで も実践上 も意味がある と思 われ る。

　上 記の よ うな趣 旨か ら、障害児教育機関にお

い て 、 校長 ・施設長 ・教員や研究者が障害児 に

教育を提供す る に あた っ て何 を意図 して い た の

か、親や障害当事者が そ の よ うな教育を どの よ

うに評価 して い たの かにつ い て その 変遷 と意味
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を把握する ため に、障害児教育の 創始か ら現代

に至 る まで 、 関係者が 論 じた教育の 目的 ・本質

とその 背景や理由に つ い て
一連の 研究 として追

究する 。

　そ の 場合 の 分析 は、一定 の 観点 と基準に した

が っ て 、ア メ リカ合衆国 （以 下 、ア メ リ カ）を

対象と して行う。 教育の 目的 ・本質 （論）を分

析す る基 本 的観点
1
と し て は 、時期 区分 と障害

カ テ ゴ リー、通常教育、対象者、 社会、専 門家、

当事者 に設定する 。 全体の 時期 はそれぞれ の 相

対的特徴か ら 5 つ （  1810− 40年代、  19世紀

末
一1910年代、  1920− 50年代 、   1960　

一
　80年

代、  1990年代以 降）に 区分す る 。 障害 は基準

カテ ゴ リー （聾 ・盲） と比較 カ テ ゴ リ
ー （知的

障害）お よ びそれ 以 外 の 障害カ テ ゴ リ
ー

と状態

に分化 され る 。 しか しこ れ らの 観点や 基準は 、

すべ て の 時期に 同等に 出現す るわ けで は な い 。

　研究対象と して ア メ リ カを選択 した理 山は 、

1810年代の 障害児教育機関の 創設か ら現代にお

ける イ ン ク ル ーシ ブ 教育運動の 展 開まで、障害

児に対 す る教育 の 目的 と本 質 を俯瞰 す る うえ

で 、相対的 に 条件が そろ っ て い るか らで ある。

す なわ ち 、 民主制 ・共和 国 とい うア メ リカ の 政

治体制ゆ えに広 く障害児に教育機会が提供 され

る可 能性が あ りえた し、 本研究の 課題を検討す

る うえで 関連す る研究 も資料 も比較的整 っ て い

るか ら で ある 。

　本論文で 検討する時期 と対象 は、19世紀前半

の ア メ リ カ にお い て 開設 され た聾唖 院、盲院 、

白痴学校 とす る 。

　 とこ ろ で 1810年代後半に創設 され た聾唖 院

は、聾唖児とい う特定の 障害 カテ ゴ リ
ー

の 子 ど

もに対 して 、従来の 保護だけ を目的 としな い 、

教育 を主機能 とす る新 しい タイプ の 慈善事業で

あ り、 1830年代前半に は盲院 の 創設 を導 くこ と

となっ た 。 さ らに聾唖院 と盲院が教育の 目的 と

本質に お い て 通常の 教育と共通点お よ び連続性

を も つ の に対 して 、 1840年代末に成立する 白痴

学校は 、学校お よび教育の 概念に お い て聾唖院

および 盲院 と の 不連続性 と連続性 を不可分な条

件と して 成立 し た こ とが 、 19世 紀末に聾唖院 と

盲院が学校化、白痴学校が 施設化 とい う対照的

で 異質な展開 を辿 る
一

因に なっ た の で あ る 。

　 なお 歴 史的研究 と して の 本研究で は 、白痴

（idiot；idiocy）や唖 （dumb ；mute ）の よ うに、

当時用 い られ た用語 を邦訳 して 使用する もの と

す る 。 聾唖 院は聾学校の 、 盲院は 盲学校の 慈善

事業段 階の 教 育機 関 を示 す用語 と して 使用 す

る 。 白痴学校 は同時期の 中度級以下の 精神薄弱

児 を主 対象 とす る教育機関 を示 す 。 「院」 は

asylum や institutionの 訳語で あ り、 学校 の 旧称 と

して 明治初期 の 日本で
一

般 に使用 され て い た。

　先行研究に つ い て は本研 究の ような 障害児教

育の 目的 と本質とい うテ
ー

マ に焦点を 当て た研

究 は見あた らな い が 、障害児の 教育を論 じる 際

に 、 教育 の 目的 と本質を どの ように考えるか は

不可欠の 項 目 で あ り、何 らか の 検討が なされ て

い るの で、必要 に応 じて 適宜、そ れ らを参照す

る こ ととする 。

1．上層の親 の発意に基づ く新規慈善事業とし

　て の聾唖 院の 創設

　 1．ハ ー トフ ォ
ー ド聾唖院創設過程 にお け る

　　教育の 目的 と本質の変化

　　（1） 創設構想段階にお ける教育の趣 旨 ：ア

メ リカ最初の 障害児教育専 門機関と して 開設 さ

れ た の は聾 唖 院で あ っ た 。 聾唖 院 の 創設 は 、

1810年代後半か ら1820年代初頭 にか けて 、
コ ネ

チ カ ッ ト州 ハ ー トフ ォ
ー ド、ニ ュ

ー
ヨ
ー

ク、 フ

ィラデ ル フ ィ ア の 北東部三都市で 実現するが
2

、

創設動機 として のキ リ ス ト教慈善や博愛家に よ

る運動は各都市で共通す る もの の 、 各都市の創

設計画や そ の 推進者は 必ず しも同 じで は なか っ

た。こ の こ とは 、 後述す る よ うに聾教育の 目的

と本質に密接 にかかわ る こ とに なる 。

　貧困層 に 対する 教育 的救済 とい う新 しい 慈善

事業とな っ た聾唖院の 創設の 経緯 （安藤 ［2001］

40−42 ；荒川 ［1970］ 261−277 ；上野 ［1991］57−

59 ；Williams ［1893］） に つ い て 、 聾唖 院の 設

立 と教育 目的 を中心 に略述する 。
ハ ー トフ ォ

ー

ド校 （The　Connecticut　Asylum 　for　the　Education

and 　Instruction　of 　the　Deaf 　and 　Dumb 　Persons．
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ア メ リ カ 合衆国草創期 に お け る 寄宿制障害児教育施設慈善性 と教育 目的 ・
本質 との 関 連

1819年に The　American 　Asylum 　at　Hartford，　for

Education　and 　Instruction　of 　the　Deaf　and 　Dumb に

改称）は、ア メ リカ最古の聾学校 として だけで

な く、 その 設立趣 旨が 明確で あっ た点に特色が

ある 。 い い か えれば 、 創 設運動が他校に 比べ て

組織 的で 中心 となる担 い 手が お り、 しか もその

なか に 親が含まれ て い た。また本校 は、慈善的

教育機関の 利用者 を特 定の 階層 に 限定しな い 、

旧世界には少数で あ っ た新 しい 障害児教 育機関

を創設 した とい う意味で も、ア メ リカ ン ・モ デ

ル の 原型 とな っ た 。

　ハ ー トフ ォ
ー ド聾唖院創設の 発端は、中途失

聴の 聾唖児を もつ 上層 の 親 の 願望か ら生 じた  

コ ネチ カ ッ ト州ハ
ー

トフ ォ
ー ドの 旧家に属する

外科 医で 博愛 家の M ．F．コ グス ウ ェ ル （Mason

Fitch　Cogswell　l761−1830） に は、病気に よ り2

歳で 失聴 した ア リス （Alice） とい う娘が い た 。

また 、
ハ ー トフ ォ

ー ドの 東南約30km の 距 離に

あ っ た ヘ ブ ロ ン （Hebron ）に は S．ギ ル バ ー ト

（Sylvester　Gilbert　l755−1846）
‘

とい う、 もう
一

人

の 名士 が い た 。 法律家で 、 長年に わ た っ て州議

会議 員を務め、連邦議会議員の 経歴 もある彼に

は 、 5 人 の 聾 唖 の 子 ど もが い た （Valentlne

［1993］18−26）。 隣接す る マ サチ ュ
ーセ ッ ッ 州

セ イ ラ ム （ハ
ー トフ ォ

ー ドか ら約200  ）に も、

資産家であるE ，キ ンブル （E．Kimball）に聾の

子 ど もが い た （バ ン ・ク リ
ープ／ ク ロ ーチ

［1993］33−34）
5

。 彼 ら上 層の 親は 、 聾唖院を設

置 して、教育 に よ っ て 子 ど もの 言葉 の 維持 と回

復を願 っ た の で ある 。

　 コ グ ス ウ ェ ル 医師を 中心 とす る設立運動の担

い 手は 、会衆派 の 聖職者 （上 野 ［1975コll3）、

実業家、政治家、博愛家 、 富裕層で あ っ た。彼

らの活動は 、 言葉 を持たな い ため に 異教徒 とみ

な され て い た聾唖者に対して、言葉の 獲 得に よ

っ て キ リス ト教徒 に育成する とい う愛他的慈善

行為 として 行わ れ た。

　加 えて 、 発達可能性 に対する教育力 へ の 信頼

と聾者の社会的位 置づ けが 、
こ の 創設運 動の 前

提 と して 存在 して い たこ とに留意し て お く必要

が ある 。 そ れ は、ギ ル バ ー トが筆者 と推定され

る （Valentine［1993］20−21；note 　21）文章か ら

理 解で きる 。 「聾唖者」 と題す る小論文に お い

て 筆者 の 「
一

人の 親」は、1812年に 「私 た ち の

こ の 市民集団 （聾者 一引用者）は 、 多 くの 学 問

分野 （arts） と
一

部の 科学にお い て 大 きな進歩

（improvement）が可 能で ある の に、ア メ リ カ で

完全 に無視 され て い る の は、何 と残念 なこ とか」

と述 べ る （A 　parent ［1901］ 135）。

　この文章で注 目すべ き点 は 2 つ ある 。

一
つ は 、

聾者が教育に よ っ て 多面的 に大 きな進歩が可能

で ある とい う点であ り、もう一
つ は彼 らを 「市

民」 と位置づ けて い る点で ある 。 前者で は、ア

メ リカ は共和国 として独立 した経緯か ら 、 共通

の 教育目的と教育内容を想定 した公立学校制度

に見 られる よ うに、教育 とそ の 機能に つ い て肯

定 的な環境 にあ っ た けれ ども、万民教育の 基盤

とな る近代啓蒙思想が 聾児に も援用 さ れ た こ

と、同時に教育 内容 と して 教養 的教育を想定 し

て い た で あろ うこ とが 推論され る
6

。

　 もうひ とつ の 点 に つ い て は、さ らに注 目され

る 。 言葉が ない ため に、キ リ ス ト教徒 とい う市

民要件を満た し て い なか っ た聾唖者を、教育 に

よ っ て キ リ ス ト教徒 ＝市民 に な りうる として、

障害の ない 人 々 と社会的に同列 にお き、社会的

排 除者 リ ス トか ら聾唖者 を抹消 しよ うと意図 し

て い たの で あ っ た 。 この ような発想が可能 とな

っ たの は 、 筆者 の ギル バ ー トが 当時の 超 エ リ
ー

トと して 高度 な教育と市民生活を体験 して い た

か らで あろ う し、 彼が念頭 にお い た対象が 自分

の 子弟で あ っ たか らで ある 。

　こうして聾唖院の 教育は 、 富裕層の 親 を発意

者 と して 、 言葉の な い 、あ る い は喪失 しつ つ あ

っ た聾唖者を隣人 ・同胞 として キリス ト教徒 に

育成 し、教養的教育 を提供する趣旨の慈善事業

と して着想 されたの で あ っ た 。 したが っ て、聾

唖 院教育の 着想 時点 そ して 開設初期 に お い て

は、教養あるキ リ ス ト教徒の 市民 と い うイ メ ー

ジ以外には、教育後の 境遇や 将来像を展望 した

教 育目的や 本質に関する明確な構想が なか っ た

もの と思 われ る 。
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　　（2） 公金 の 投入 と教育目 的 ・本質の公 共

性 ：しか しなが ら 、
コ グ ス ウ ェ ル やギル バ ー ト

の 個人 的な教育動機が社会的な動機に転化す る

の は必然 で あ っ た 。 とい うの は、彼ら以外の 創

設 関係者 に よ る聾唖児の教育へ の 関心 は キ リス

ト教慈善 に 裏づ け られ た 博愛 に も動機 が あ っ

た
7

か らで あ り、聾唖院が想定する 教育対象は

富裕層の 少数の 生 徒で は な く多数の 、しか も貧

窮な聾唖者で あ っ たか らで ある 。 他方で、州内

の 聾唖者数 は全部で 74人 （Valentine［1993］20）

に過 ぎなか っ た か ら 、 富裕層の 学校 として経営

す る こ とは財政 的に 困難で あ っ た 。 こ うして 、

上層子弟の 教育だ けで な く、教育的救 済の 対象

に下層聾唖児 を包含 させ 、州資金 を得る こ と で 、

州の 政策 として展 開する可能性 が当初か ら潜在

して い た。そ の よ うな方向が、聾唖院を社会的

か つ 財政的に 安定 させ る手段で もあ っ たか らで

ある。

　確か に、貧 しい 階層の 聾児 （そ して 、後には

他の 障害カ テ ゴ リ ーの 子どもの 教育で も）の 教

育可能性 が上層の 聾唖子弟 と同等視された とは

い えな い し、聾唖者が
一

般的な市民条件 を獲得

す るに は、そ れ か ら長 い 時 間を要す る こ とには

なるが 、そ れ に して も、 上 記 の ヒ層 の 親の 考え

方は、聾唖者 （そ して 他 の 障害者） の 教育可能

性 と社会的地位 につ い て 、 将来 、 アメ リカ社会

に是認 され る 出発 点 とな っ た こ とは確か で あ

る。共和国ア メ リ カ で は、権利 と平等 を障害者

に拡大する こ とを社会的に納得 させ る 実績 （こ

の 場合 は教育成果）が 、条件と して必要 であ っ

た の で ある 。

　こ うして 、
ハ ー トフ ォ

ー
ド聾唖院 を富裕層の

学校に で は な く、 対象を貧困層に も拡大 、 すな

わち公共化 した の は、財源 における公金 の投下

に よ っ て で あ っ た 。 コ ネチ カ ッ ト州議会の 1816

年の 5 千 ドル の 支出決定
E
を初め 、 1817年 4 月

の 開校後に実現 した ニ ュ
ーイ ン グ ラ ン ド諸州の

州議会に よる州費生派遣に よ っ て、法人立 の ハ

ー
トフ ォ

ー ド聾唖院は 公共性を付与 され る よ う

になる 。 州費の 支出は広 く州民に利益 を提供す

る も の で あるか ら、 聾唖院の 対象は私費生 だけ

で な く、貧窮な生徒 を州費生 とし て ほ ぼ 無償で

受け入 れる とい う教育機会の 拡大 に結びつ くこ

とに なる 。

　入学者の 階層格差は 、聾唖 院入学者の 教育内

容の 差異 をもた らす危 険があ っ た。 自活手段の

獲得 は 庶民層の 聾唖児 に は不可 欠で あ っ て も、

富裕層 の 私費生で はそ うで は なか っ たか らであ

る
9
。．．

つ は、生徒 が属 す る 階級 の 差異 と教育

内容の 差異の 問題、もう一
つ は、 ス テ ィ グ マ の

付与で ある 。 公金の 投入 は 、 その 危険を薄め る

こ と にな っ た 。

　 しか し州費の 投入は別の 問題 を もた らす 。 第
一

に 、広 く聾唖児 に教育を行うこ とに よ り、 キ

リス ト教徒 へ の 育成 と基礎的教育以外の 教育の

必要お よびそ の 基準 を聾唖院に要求する こ とに

な る 。 第二 に 、聾唖院を州救貧政策の 対象とす

る こ とに な り、 聾唖院 の教 育は そ の 政策の 実現

と関連づ け られる 。 第三 に、州救貧政策の 対象

化 と聾唖院教育の 無償化 は 、 聾唖児 と聾唖院に

社会的劣等 とい うス テ ィ グ マ を付与する こ とに

なる 。 当然なが らこ の 三 つ の 問題 は相互 に関連

して い るが 、 その こ とが、聾唖院の性格に多面

性 を与える こ とに なる 。

　い わ ば 慈善は私事性 と公共性 （州資金 に よる

公的慈 善） とい う矛盾を孕み なが ら、聾唖院の

教育 に おい て 具体化 され る こ とに なる 。 そ の よ

う矛盾 を孕ん だ慈善性 は 、
コ ネチ カ ッ ト校以 降

の初期 3校以 降 、 担い 手の 構想 、 校長、州 当局

にお い て 共有 される こ とに なる （Best 匚1943］

403−40）。

　 2． ニ ュ
ー

ヨ
ー

ク とペ ンシル ベ ニ ア の聾唖 院

　　創設に お け る教育の停滞 と目的 ・本質

　ニ ュ
ー

ヨ
ー

ク聾唖 院 （The 　New 　York　Institu−

tion　for　the　Instruction　of 　the　Deaf　and 　Durnb，1818

年開設．Currier＆ Fox 匚1893］） と ペ ン シ ル ベ ニ

ア聾唖 院 （The　Pennsylvania 　Institution　for　the

Deaf　and 　Dumb ，1820年開設．　Allen ［1893］）の

創設過程 は、設立 ・運営の 中核的担 い 手が不明

確で 、 実践にあた る校長の 選抜 に失敗 した点で

共通 して い た、ニ ュ
ー ヨ ーク で は聖職者 と 2人

の 医師が中心 とな っ て 聾唖院設立運動が進め ら
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ア メ リ カ 合衆国草創期 におけ る寄宿制障害児教育施設慈善性 と教育 目的
・
本質 との 関連

れたが、強力 な推進役に欠 けて い た。 フ ィ ラデ

ル フ ィ ア で は、ハ ー トフ ォ
ー

ド校創設へ の 寄金

運動の た め に 同市を訪問した ギ ャ ロ ーデ ッ トと

ク ラ
ーク に触発 され た面が 強 い 。フ ィ ラデ ル フ

ィ ア で は、専門的見識 と技倆を もっ た教員の確

保に も失敗した 。 明確な教育の 目的 とその 実際

化お よび担い 手が不在で あ っ た こ とに な る 。

　その 結果 、 創設の 担 い 手の 意識 は貧 困な聾唖

児 ＝ 異教徒に対する宗教的 ・慈善的救済 と い う

レ ベ ル に留まっ たし、専門性 を備 えた教 員の 不

在の た め に、言葉の 獲得とい う聾唖院最大の教

育 目標が十分に達成され な い こ とに なる 、 1826

年の創設者の 一人 に よる講演 で は 、 「本校 は慈

善 と して 開設され た」「本聾唖 院は本質的 に慈

善的な機関で ある」 と慈善性が繰 り返 し強調 さ

れ る 。 全生徒数 62名の うち私費生 （全額お よ び

一
部負担）の 11名以外 は、州 ・団体 ・聾 唖院の

慈善生 で あ っ た （Akerly ［1826］3−4）。

　尤 も教育成果が低か っ た の は、遅 い 入学年齢

と短 い 在学期 間 、 聾教育専 門の 校 長の 着任が 遅

れ た こ とに よ る と こ ろ も大きか っ た。ハ
ー トフ

ォ
ー

ド聾唖院 の 最初 の 生徒 100人の 平均年齢は

18歳 で あ り、 在学期間は 4年間が適切 と され た

が 2年 間 しか在学 しなか っ た生徒 もい た （上野

［1991］74）。
ニ ュ

ー ヨ ーク聾唖 院 の 平均 入学年

齢は 12歳、平均在学期間は 4 年半だ っ た （Peet

［1854］226）。ケ ン タ ッ キー聾唖院の 最初期の

17名の 生徒 の 年齢は最年長は30歳、最年少は 12

歳で あ っ たが、20歳以 上 は 9名で 、 平均 年齢 は

約 19歳で あ っ た （Fosdick ［1893］19）、

　在学期 間規定 は長期化 して い くが、入学年齢

は教育効果の 理 由か らむ しろ 遅 くな り、19世紀

半ばで はユ2歳が適当 とされ た （上 野 ［1991］75）。

また、聾唖教育専門の 校長は最初か ら用意され

て お らず、長期 の 着任期間 になる の は、ニ ュ
ー

ヨー
ク で は 1831年 、 フ ィ ラデ ル フ ィ ア で は 1822

年で あ り、 い ず れ もハ ー トフ ォ
ー

ド校が供給 し

た 。 1 人は聖職者 、 もう
一

人 も高い 宗教的教養

の 持主 だ っ た 。

　こ うして、顕著 な教育成果の 展望が 得られ な

い こ とは、寄付 に よ る財源獲得が困難 になる こ

とを意味 したか ら、 運営に は早期に公的資金 の

導入が 必要 となる 。 こ の 事態は、聾唖 院が 州の

救貧政策 に包含 される こ とを意味 し、 同時 に教

育の対象選択 と目的と内容 に大 きな影響 を与え

る こ とにな る 。 教育対象として は貧窮者を含む

広 い 階層か ら選択 され る こ と にな り、教育目的

は、キ リス ト教徒 の 育成 だけで な く、 職業教育

に よる生活能力を付与する こ とが 、 州政府な ら

び に 社会か ら要求され る こ とになる 。 そ の 結果、

州政府の 関与や介入 も発生 す るよ うに な る 。 こ

れに は 、 理事会や校 長 と州政府 ・州議会と の 力

関係が反映されるこ とになるが 、 州の 関与や介

入 の 意義は 、 初期 で は プ ラ ス に 働 い た。ニ ュ
ー

ヨ ーク聾唖院で は、州教育長に よ る関与が早期

か ら生 じた 。 1827年に建設費 1万 ドル を州議会

が支出する 条件 と して 、州教育長の 同聾唖院の

視察 と指導法の 改善勧 告が含 まれ たか らで あ

る。

　しか し初期に は、州側 に明確な政策があ っ た

わ けで は なか っ た。ア メ リ カ最初 の 州立聾学校

とな るケ ン タ ッ キ
ー
校 （The　Kentucky　Asylum

fbr　the　Tuition　ofthe 　Deaf　and 　Dumb ）で は 、 聾唖

の 子 をもつ 州議会議員E．バ ービ ー将軍 （Gener−

al　Elias　Barbee）
1°

が法律家で 政治家で あっ た J．ロ

ーワ ン （John　Rowan 　1773−1843）の 協力を得て、

1822年12月 7 日に 同校の 法人化が州議会で認可

され、翌 1823年 4 月10日に開設 される 。 しか も

ハ
ー トフ ォ

ー ド校 と同 じよ うに、初期 ア メ リ カ

を代表する政治家 の
一

人で 連邦議会に大 きな影

響力を もっ て い た H ，ク レ イ　（Henry　Clay1777−

1852）の 尽力に よ り国有地 を 2 度 にわ た り与え

られた 。 とこ ろが最初の 教師は い か さま師で そ

の 後任は能力に欠 けて い た （Fosdick［1893］3）。

1823年 4 月27 日に は、バ ービー
の 娘 、 ル ーシ ー

（Lucy） を含め て 3 人の 生徒が入学 したが 、親

も学校理事会 も、漠然 と した教育へ の期待だけ

しか な く、こ の よ うな指導条件下で 明確な教育

計画 もなけれ ば、州立校 として の 政策的要求 も、

オ ハ イ オ州立 盲学校で 導入 した ような貧窮聾唖

児の ス テ ィ グ マ を解消する対象規定 もなか っ た

（私費生規定 の 廃止 は 1882年，Fosdick ［1893］
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中村満紀男

36）。 しか し本校 は、南部諸州 を初 め、近 隣州

の聾唖児が 利用する教育機関 と して発展 して い

く。 なお本校に黒 人部が 開設 され る の は 1885年

か らで あ る （Fosdick ［1893］ 84）。

　 こ うして 、
ハ ー

トフ ォ
ー

ド聾唖 院以 降の 3都

市にお ける聾唖院創設にお い て 、教育と い う新

しい 救済方法を採用 した こ とは、30歳前後の 若

い 世代が創 設運 動の 有力メ ン バ ー
と して 参加 し

て い た こ とと関連が あろ う。 しか しなが ら、 慈

善性 を超 え る聾唖児の 教育に 関する見識 と問題

意識 は 、 創設期の 担 い 手に は 用 意 されて い なか

っ た の で ある 。 そ の うえ、ハ ー トフ ォ
ー ド校以

外の 初期聾唖院には、ハ
ー

トフ ォ
ー ド校に備 わ

っ て い た創設 ・運営の 組織 と教育の 専門家を欠

い て い たか ら 、 聾唖院教育の 社会化 は授 産 ＝職

業教育 とい う救貧政策的な方向に偏る こ とに な

る が 、そ れ を含 め て 経営方針 は 一
貫 しなか っ た

の で ある 。
ハ ー トフ ォ

ー ド以外の 都市の 聾唖院

は意図が 慈善に 限定された うえに 、 聾唖児に対

する教育機会の 創始と い う個 人的な関心 を社会

的に拡大す る とい う意識に乏 しか っ た 。

　 3 ．聾唖 院創設段階の 教育論に お け る意図の

　　直接性お よび 限定的な教育内容 と当事者の

　　位置

　 こ う して聾唖教育で は、聾唖 （者）に対す る

ス テ ィ グ マ へ の意識、彼 ら の 教育機会の 社会的

根拠 につ い て の 議論で は 、 開設前 の 親 （ギ ル バ

ー
ト） の 所見を 除けば、少な くとも事業を阻害

する要因 とし て 深刻 に認識 されこ とは なか っ た

の で あ り、 あ っ たと して も教育 に よ っ て解消可

能 と考え られたの であ っ た 。

　 こ の 結果、慈善事業 の 枠内で聾 唖者の 依存的

状態 と宗教的無知か らの 解放 とい う、聾唖者の

現実の境遇か ら着想された直接的な内容 の 伝達

が主た る教育目的 とな り、それ以外 の教 育の 必

要性は認 識 され なか っ た 。 T．H ．ギ ャ ロ
ー

デ ッ

トは 、 「道徳的真理 は知 的真理 よ りも高い 序列

で あ り、 精神に対 して よ り高 尚な影響力がある」

（Valentine ［1993］256）とするが 、そ の 理 由は 、

ギャ ロ
ー

デ ッ ト校長 に とっ て 人間の 道徳的訓練

が最 も重要で あ り、それ に比 べ れ ば単なる知識

習得は重要で なか っ たか らで あ り、そ れ ゆ え同

校長は 聾唖者の 宗教 的指導 を重視 した の で あ

る 。

　 こ の ような 「宗教的教化」の 考 え方 は 、
ハ ー

トフ ォ
ー

ド聾唖院に受け継が れ 、 第 3 代校長 と

なる W ，W ．ターナー （William　W ．　Turner 　l800−

1887）は 、 「聾唖者 の 知性 を訓練す る こ とは重

要で は ある が 、 道徳的感情 の 育成 と比 べ れ ば、

小 さな価値 しかない 目的で ある」と述べ て い る 。

聾唖院の 理 事会 も、「教育は知的 な もの だ けに

限定され る の で は な い
。 教育は 、 心 、 自然 に対

する 情愛 、 徳性、その 主体に対する信心に対処

しな けれ ば な らな い 」 と述 べ る （Valentine

［1993コ　256−257）。

　教育 目的が こ の よ うな限定 されて設定 された

要因は い くつ か考え られ る 。 それ は、教育対象

が交信 をそ れ ほ ど必 要 と しな い 第
一
次産業や 手

仕事に 就労で きる労働力を もっ て い る聾唖者で

あ り、貧困問題 を創出しない こ と 、 極 言すれば、

職業教育の 機会が な くて も働 く場 は あ っ た か

ら、盲人の 場合の よ うな就労困難 と貧困に対す

る切実 さとその対 策が 、 初期聾唖院で は生 じな

か っ た こ と も一
因で あろ う。 また ハ ートフ ォ

ー

ド聾唖院は、教育を主機能とす る障害児に対す

る慈善事業の 初例 と して 経験が乏 しか っ たこ と

も関連する であろ う。 開設趣 旨がキ リス ト教徒

へ の 育成に あ っ た こ と 、 とくに ハ ー
トフ ォ

ー
ド

聾 唖院 にみ られる よ うに会衆派信者が 主要 な支

持 者で あ り、 同派の 聖職者で 、広 い 世俗的 な経

験の ない ギャ ロ
ー

デ ッ トが学校経営の 責任者だ

っ たこ とと関連 して い る 。 初期 の 入学者の 平均

年齢が 年長で あ っ た こ と も、 聾唖院教育 と初期

公立学校教育 と の 関連 を着想 させ る こ とを困難

に した の で あ る 。

　以上 の よ うな事情の ため に、教育の 目的 も内

容 も直接 的で 限定的 にな っ た と考え られ る 。
ハ

ー トフ ォ
ー ド聾唖院 は、同校で の 教員経験者で

イ ェ
ール 大学出身の 聖 職者 （上 野 ［1991］ 70，

92）を後発 の 聾唖院 に送 り込ん だか ら、 宗教 と

道徳お よび精神的訓練を基本 とす る教育の 考え

方 も継承 され 、 国内 に拡大 した の で ある 。 そ の
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典型的な
一

例 を挙げて お けば、オ ハ イ オ州立聾

唖院 とハ ー トフ ォ
ー ド聾唖院の 校長 を歴任 した

（上野 ［1991］ 474−476） C．ス トーン （Collins

Stone　l812−1870）は、イ ェ
ー

ル 大学出身者で聖

職者で あっ た 。 彼が聾唖院卒業者 に期待 した こ

とは 、有用 な市民、勤勉に よ る 自活 、 選挙権の

行使 で あ っ たが、それは、「キ リス ト教 コ ミ ュ

ニ テ ィ」構成員として の 前提条件として で あっ

た （Stone［1869］ 17）。

　聾唖院が教育的性格 を強化する の は 、 大半の

州 に聾唖院が 設置 さ れ る 19世紀後半で あ る 。

1850年には、最初の 聾教育教員会議 （The　Con −

vention 　 of 　American 　Instructors　of 　the　Deaf 　and

Dumb ）が ニ ュ
ーヨ ー

ク で 開催 され る 。 こ の よ

うな会議は、聾唖教育の基本的な考え方
・教育

の 専 門性 ・情報 を共有す る場 と して 、事業の 成

熟度 を示す指標で あ っ た 。

　当事者の 関与に つ い て は、親で は、上層 の 聾

唖児の 親だ けが 、 聾唖者の 教育を、言葉の獲得

とキ リ ス ト教徒 へ の 育成 を願 っ て 求め る こ とが

で きた 。

　聾唖者 自身が教育の 機会 とその 在 る べ き姿 を

要求する よ うに なる の は、聾唖院で 教育 を受け

て後の こ と になる 。 そ の 意味で は、聾者 に とっ

て 高等教育の 意義は大 きか っ た とい える （後述

す る よ うに、盲人の 場合 も 、 公立学校通学制盲

学級 を主 導する の は、高等教育を受けた盲人だ

っ た）。 手話法の 聾唖 院は教育歴 の ある 聾唖者

が 教員 と して 活躍で きる場で あ り、聾唖院卒業

生は、各地で 聾唖 院創設の 主導者 として貢献 し

た 。 その 初例 は 、 ア メ リ カ聾唖院の 卒業生 で 、

オ ハ イオ州立校の 教員の 経歴 があ る W ．ウ ィ ラ

ー ド （William　Willard　l809−1881）で あ り、彼

が 1843年10月、イ ン デ ィ ア ナポ リス に 開設 した

私 立 聾 唖 院 は 1 年 後 に は 州 立 校 と な っ た

（Wamer ［1930］2ユ）。

　 また 、 最 初の 当事者団体は 1854年
11

に結成 さ

れたニ ュ
ーイ ン グラ ン ド・ギ ャ ロ

ー
デ ッ ト聾唖

者協会 （The　New 　England　Gallaudet　Association

of 　the　Deaf−Mutes） で あ り、1880年に は全 国聾

者協会 （The　NatiQnal　Association　of 　the　Deaf）が

オ ハ イ オ州シ ン シ ナテ ィ で 結成 され る 。

五．盲院にお け る慈善性 ＝ ステ ィ グマ の認識 と

　 その脱皮 における教育の 目的 ・本質 へ の 連動

　 以上 の よ うに 、 聾唖院は 親の 教育へ の 願望 か

ら貧窮聾 唖児 の 教 育的救 済へ と発展す る こ と

で、保護に代わる新 しい タイプの 慈善事業 とし

て 開始 された 。 しか し各聾唖院の 間に は創設の

構想 とその 具体化 にお い て 相当の 違い が あ っ た

もの の 、 言語習得 に よ る キ リ ス ト教徒へ の 育成

と救貧政策の 延長 として の 依存的状態の 解消 と

い う二 つ の 直接的な教育 目的は共通 して い た 。

　こ れ に対 し て 、盲院は、貧困盲児に対する慈

善的救済 を趣 旨 と して 開設 された と い う意味で

は聾唖院 と共通する 部分 を含ん で い た 。 創設運

動の 担 い 手が医師、州議会議員 、 大商人 、聖 職

者を中心 とする博愛家で あ っ たか らで ある （彼

らの
一

部 は 、 同 じ市の 聾唖院創設運動にすで に

関与）。 個々 の 聾唖 院間の 相違は、そ れ ぞ れ の

盲院創設過程に も生 じた 。 こ の 相違が 、教育に

お い て大きな差異を生 じさせ る こ と に な る。

　 ハ
ー

トフ ォ
ー

ド聾唖院の 開校準備が 整 っ て い

た の と酷似 し て い る の は、パ ーキ ン ス 盲院

（The　New 　England　Asylum　for　the　Blind．1839年 、

Perkins　Institution　and 　Massachusetts　Asylum 　for

the　Blindに改称）だ っ た 。
パ リの 盲院情報をア

メ リ カ に 紹介 した 眼科 医J．D ．フ ィ ッ シ ャ
ー

（John　Dix　Fisher　1797−1850） を中心 とす る有力

者 に よる盲院創設運動 な らびに運営組織 、 校長

予 定者 の 外科 医で ギ リ シ ャ 独 立戦 争 の 英雄 、

S．G．ハ ウ （Samuel　Gridley　Howe 　l801−1876）の

ヨ ーロ ッ パ へ の 長期派遣に よる盲教育法の 習得

がそれで ある 。 また 、 盲院とい う新 しい 救済事

業に対する豊富な寄金 も調達 して い た。

　と りわ け ハ ウ の 校長 へ の 起用 は 、 先行 して い

た聾唖 院が認識 せず、達成で きなか っ た慈善的

盲院の 盲学校へ の 転換と教育の 近代化の 成就 を

もた らす こ と に な り、パ ー
キ ン ス 盲院 をア メ リ

カ の 代 表的 な盲 学校 に 昇格 させ る こ とに な っ

た 。 その 実体 は まさに盲 院教育の 革新で あ り、
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中村満紀男

慈善事業か らの 脱皮で あっ た 。

　 ハ ウは、キ リ ス ト教徒の 愛他的慈善 を前提 と

しなが ら 、 同時 に ヨ
ー

ロ ッ パ 盲教育に固着して

い て 、 盲人の 職業 自立 を妨げて い た慈善性 の 払

拭 を意図 したの であ る 。 初期 こそ能力別 ・貧富

別 の 教育を行っ たが 、しだい に方針を転換 させ

る 。 慈善的盲人 観か ら脱却する ため に、教育に

お い て は、盲児に対 して は 、 自恃 と自分の 資質

へ の 信頼 を もた せ、盲人の 有能感 を称揚 し、通

常社 会における幸福 と有用 な自助 的生活を奨励

した 。

　社 会的には、盲に対する ス テ ィ グ マ の 解消 と

教育機会の 社会的根拠を探索 した 。 その た め に 、

（公 的）慈 善事業の 評価指標 で あ る 週 1 人当た

り経費の 低 さに真 っ 向か ら挑戦 し、教育を受け

る根拠 を正義す なわ ち権利 に求め、盲教育 を慈

善事業と い う枠内で は な く、 教育機関 と して の

社会的位置の 向上 に 努力 した 。 そ して 実現す べ

き教育と生活の 比較基準を 、 同時代の 晴眼者 と

の 同等性 にお い た 。 すなわ ち晴眼児 の 公立学校

教育で あ り、 通常の コ ミ ュ ニ テ ィ で の 一
員とし

て の 生活 と貢献 である 、
ハ ウにお い て 、それ を

実 体 化 す る も の こ そ 教 育 で あ っ た （中村

［1987a］　55−63）。

　 パ ー
キ ン ス 盲院が 聾唖 院 を含 め て 慈善的障害

児教育機関と異 なっ て い た特色 は、教育 目的 を

実現す るため の 教育内容 を設定 して い た点にみ

る こ とがで きる 。 初期の 障害児教 育機関が、宗

教色の 濃 い 道徳教育と盲 の 場合は職業教育に 限

定され て い た の と比べ る と、パ ー
キ ン ス 盲院は

当初か ら、手工 教育以 外に読 み 方 ・算数 ・地

理 ・音楽を指導 した し、 設立期 にあ っ た公立学

校 と の 教育 内容の 関連 も重視 して い た 。 また、

教材も豊富だ っ た し 、 盲教育専門の 教員 2 名を

ヨー ロ ッ パ か ら招聘 し、音楽教員1名を雇用 し

て い た （中村 匚1987a］31−46 ；岡 ［2004］19）Q

　 ア メ リカ最初 の 盲院だ っ た ニ ュ
ーヨ ー

ク盲 院

は 、新 しい 救貧事業 と して 最初 か ら着想 され て

い た と い う意味で は 、 他の 盲院よ りも進ん で い

た。 とい うの は 、 最初の 生徒 3 人は市救貧院か

らの 移籍で あ り、 教育 目的 と して、道徳的 ・知

的状態の 改善とともに、職業教育を行 うこ とが 、

開設前か ら計画 され、実 際に手工が最初か ら導

入 され 、職業教育 と して の 音楽教育 も行われ て

い た か らで ある （岡 ［2004］ 14−18）。
ニ ュ

ーヨ

ー
ク盲院は新 しい 型の 慈 善事業 で はあ っ たが 、

財政難 と校長の 頻繁な交代の ため に、盲教育の

基本方針が確立 で きず 、 当初の 計画 とは異 な り

職業学校化 して い っ た もの の 、 アサイラ ム 化 は

否定 した （中村 ［1987a ］ 29）。

　ア メ リカで 三番 目の 盲院だ っ た ペ ン シ ル ベ ニ

ア 盲院 （The　Pennsylvania　lnstitution　for　the　In−

struction 　ofthe 　Blind
，
1833年開設）で は、 ドイッ

で 盲教育教員の 経験が あ っ た J．R ，フ リ
ー

ド ラ ン

ダー （Julius　R．　Friedlander　l803−1839）を教員と

して雇用 した 。 彼は ハ ー トフ ォ
ー ド聾唖院の ク

ラ
ーク と同 じ専門的な指導者 として の 役割が期

待 で きたで あろ うが、同校関係者に惜 しまれ な

が ら早世 し、そ の 後任は安定 しなか っ た 。 彼 は 、

他 の 盲院校長 と同 じよ うに 、 盲人が職業 自立に

よ っ て 依存的生活か ら脱却す る こ とを志 向した

が 、そ の 考 え方の 特色 は、盲人 の 晴眼者社会へ

の 心理的 ・行動的同化 にあ っ た （中村 ［1987a］

50， 53）。

　 19世紀前半にお い て聾唖者 には就労機会が豊

富にあ っ た の に対 し て 、 盲人 は 、 通常の 事業所

へ の 就労困難と い う独 自の 事情 があ り、各盲院

と もに就労 の 場がな い 卒業生対 策に直面 して い

た 。 こ の 間題 へ の 対処 は、 盲教育 と盲院の 在 り

方を分岐 させ る 。

一
つ は、盲人の生活困窮に対

する 慈善性 を強化する こ とであ り、もう
一

つ は 、

教育 を強化 する こ とに よ る 自立 の促進で あ る 。

アメ リカ の 盲院は、盲成人作業所 を併設 しつ つ 、

年少盲児 を対象 とす る学校 へ の 脱皮 を選択す

る 。 しか し、 教育 にお ける理念 の 抜本的な変更

とその 実現条件 と して の カ リキ ュ ラ ム の 大幅な

改善によっ て
一部の 盲院が盲学校に脱皮 し、そ

の 結果、ス テ ィ グ マ と して の 慈 善性が解消ある

い は縮小する の で あるが、それ は 19世紀末 を待

た なけれ ば な らなか っ た 。

　盲教育の 考 え方 を校長や教員 ・理事が議論す

る場 と し て 、ア メ リ カ 盲 教育教 員会 議 （The
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Convention　of 　the　American　Associatien　of 　lnstuc−

tors　of 　the　Blind）が 1853年に ニ ュ
ー

ヨ
ー

クで初

め て 開催 されて 以 降 、 しば ら くは開催が 不規則

で あ っ た 。 その 理 由は 、 盲院で も線字や 点字の

選択問題 はあ っ た もの の 、聾唖院の コ ミ ュ ニ ケ

ーシ ョ ン ・モ
ー

ド問題 にお ける よ うな深刻で重

要 な問題が なか っ た た め で ある よ うに思 わ れ

る 。 また当事者 と して の 親がほ とん ど登場 する

こ と はな く、盲院教育の 成果で ある 盲 院教 員の

盲人が 当事者活動の 中心 とな っ た し、盲院卒業

者で 高等教育を受けた盲人が 、寄宿制盲学校
・

通学制 の 公立学校盲学級 を創 設する 中核とな っ

た （岡 ［2006］116−117）。 イリ ノ イ州で私立盲

学校 を1848年 に開設 し、1849年に州立盲院 とな

っ たS．ベ イ コ ン （Samuel　Bacon　1823−？Hendrick−

son ［1972］ 11）の よ うな事例 は ア メ リ カ で は

他 に なか っ た よ うに思われる
12

。

皿．19世紀中葉ア メ リカ障害児教育の精華 と

　しての 白痴学校に おける教育の目的 ・本質 へ

　の反映

　白痴学校は、19世紀前半 まで の 障害児教育の

精華で ある と い えよ う。 聾唖院と盲院の 成果が

白痴学校にお い て 、開花 した か らで ある 。 聾唖

院と盲院は、障害発生数が少な く、 専 門家が国

内に存在せ ず 、 新 しい 慈善事業として の 効果的

な救済方法 を開発 しなけれ ば な らな い とい う共

通の 事情が あっ た 。 白痴学校は、そ の 約30年 間

の 聾唖院と盲院の 教育的 ・社会的 成果 を反映す

る とともに、慈善事業の 限界を克服 しよ うとし

た成果 で あ っ た 。

　こ れ ら聾唖 院 と盲院が 築い た 成果の 第
一

に、

教育の 有効性 があ る。教育で は、貧困問題の 解

決や キリス ト教徒 へ の 育成に対 して 、類似 の 障

害児集団に対 する 24時間 コ ン トロ
ール され た家

族 を模 した 寄宿生活の なかで 、 献身的な教 員の

指導は有効で あ っ た 。 第二 に 、 アサ イラム で の

保護 よ りも経費はか か るが 、最終的に 依存的な

障害者が良 きキ リ ス ト教徒に な り、職業 自立が

可能となる こ とで 、 聾唖院 と盲院の 担 い 手に と

っ て物心 ともに満足で きる成果が 上 が る こ とに

な り、 結局は倹約 とな っ た。第三 に、聾唖院 と

盲院は年少者を対象 とす る教育 目的をもつ 通過

機関 とな り、 コ ミュ ニ テ ィ へ 巣立 っ て い くこ と

で 、 純粋の 教育施設へ の 脱皮を指向した 。

　聾唖院 と盲院が超 え られなか っ た限界 ある い

は問題点 と して は、障害に 対す る ス テ ィ グ マ の

付与 があ っ たが、こ の 現実 に対抗す る実践 と論

理 の 用 意が なされる ように な っ て い た 。

一
つ は

職業 自立 で あ り、 もう
一

つ は、教育の機会は権

利で ある と の 主 張に よ る聴児 ・晴眼児と の社会

的根拠の 同等性 で ある 。 こ の 流れか ら、安上 が

り経営を旨とす る慈善事業の 倹約批判 も提起 さ

れ る。

　白痴学校 は 、 以上 の よ うな聾唖院と盲院が築

い て きた教育や 生活の 成果の うえ に、そ の 限界

や 問題 点を縮小すべ く開設 された とい う意味に

お い て 、 先行す る聾唖院と盲院 とい う障害児教

育施設の 到達の うえに 開花 した とい うこ とがで

きる 。 校長や 教員が 、 親や 本人 の 後見人 的代理

者として彼 らの 意思や願望
13
を代行 して い た行

為 （現代の 表現で い えぱパ タ ーナ リズ ム ）は 、

こ の 時期の 白痴学校で は 教育 を行 ううえで 不可

欠な条件で あ っ た。

　ア メ リカ最初の 白痴 学校 は 1848年 10月、マ サ

チ ュ
ーセ ッ ツ 州 にお い て州費に よる実験学校 と

して 開始 され 、 185ユ年 に法人校 と して永続化す

る 。 本校は、The　Massachusetts　School　for　ldiotic

and　Feeble−minded 　Youthを名乗 っ た 。 慈善事業

の 象徴的用 語で あるasylum で は な く、さ らに そ

の 改称で あるinstitutionで もな く、 敢 えて school

を校名 に冠 した の で あ る
’4

。
ハ ウが schoo1 を校

名に冠 した理 由は教育的 ・社会的観点か ら複合

的で あ っ た （中村 ［ユ987］ 46
，
63

，
111

，
170−171

，

175
，
266−268）。school を採用 した第

一
の 理由は、

ハ ウ がパ ーキ ン ス 盲院で ス テ ィ グマ 解消 に苦闘

して い たか らで あ り、一
般 に慈善施設名 に付 さ

れて い た institUtionや asylum とい う機関名称は ま

さ にその ス テ ィ グ マ を象徴 して い たた め に ハ ウ

は回避 しなけれ ばな らなか っ た の で ある。第二

の 理 由は 、 教育的機能の 強化 とい う学校 内活動

の 改善に よ っ て 、school とい う外面 （校名） の
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変更 に対応 させ よ うと した か ら で あ っ た 。 しか

もこ の 教育上 の 改善に 効果的で あ り、ス テ ィ グ

マ の 解消 に も寄与で きた 。 第三 の 理由は、年少

児対象の 教育専 門機関 とす る こ とで、成人 をも

対象 とする保護機関 化す る こ とを防止するた め

で あ っ た 。 こ の こ とは 、 school を コ ミ ュ ニ テ ィ

と密接 に 関連 した機関で あ る とい うこ とも、
ハ

ウ に お い て 含意 されて い た 。

　 こ う して 白痴学校 は、聾唖院、とくに盲院の

教育改善 と盲人 の 社会的地位の 向上 に 関す る ハ

ウの リ
ー

ドの 延長線上 に実現 した とい う意味で

は 、聾唖 院 と盲院の 成果の うえに 開花 した とい

える 。 しか し白痴学校は 、後述 する よ うに聾唖

院 ・盲 院とは不連続線上に ある こ と も、ハ ウ に

お い て認識 され 、そ の うえで 白痴の 学校 ・教育

論が提起 され た の で あ る 。 こ れ こそ、ハ ウ の 白

痴学校論の 真価 で あ り、ハ ウ の 教育の 目的 ・本

質論 の 正 鵠だ っ た 。 しか もハ ウは 、 こ れ を形式

的理念か らで はな く、盲院経営にお ける盲白痴

との 苦闘か ら導出 した の で あ っ た。

　 ハ ウ には盲 院 にお い て 白痴 と接点が あ っ た 。

同校 に は盲白痴児が 入 学 し て きたが 、 職業 自立

に よ っ て盲児 と盲院に対す る ス テ ィ グ マ を解消

しようとし て い た ハ ウ に は 、盲白痴児 の 在学 を

是認で きるはずが なか っ た 。
パ ーキ ン ス は創設

当初か ら入学除外対象 を設定 して い た。 い い か

えれ ば 、 白痴児 には、聾唖児 ・盲児の 教育 目

的 ・内容 を適用 で きな い こ と も、
ハ ウにお い て

認識 され て い た の で ある 。

　したが っ て 、そ の よ うな状態に ある 白痴児を

教 育する白痴学校 は 、 学校お よび教育 の 新 しい

概念 を提起 し、 それがある程度、社会的に承認

され る こ とが 必 要で あ っ た 。 そ れ まで の 聾唖

院 ・盲院、そ して その 後公立学校にお い て 、 キ

リス ト教徒 へ の 育成 とそ の 基盤に ある言葉 の教

育、そ してそ の 後の 3R
’
s 教 育 を初め とす る初

等学校 と同等の 科 目を指導する こ とが教育で あ

り、その よ うな教育の 場が 学校で ある と考え ら

れて い た時代 に 、 3R
’
s の基礎的能力はお ろ か、

身辺自立 さえで きな い 白痴児を教育の 対象 と考

え 、 彼 らを教育する場 を学校 とし て提起 した こ

とは 、 画期的なこ と で はあ っ た 。 と りわ け 、 白

痴学校創設期 は キ リ ス ト教が 生 活 を支配 して い

た時代 で あ っ たか ら、言葉 の 習得 は、コ ミュ ニ

ケ
ー

シ ョ ン の手段で ある以 上 に、キ リス ト教徒

に な るため の 必 須条件で あっ た 。 聾 唖児の 教育

に 関心 を示 したの が キ リ ス ト教で あ っ た半面、

聾唖児の キ リ ス ト教社会へ の参加を拒ん だ の も

キ リス ト教で あ っ た （20世紀初頭 に 、 親優 生学

的キ リ ス ト教聖職者が 精神薄弱児 の 教会参加を

妨 げた （中村 ［2004］ 91−92） の も、同 じ よ う

な理 由で あろ う）。 それだ けに 、言葉に 問題 を

もつ 子 ど もを対象 とする 白痴学校創設の 発想 自

体 、 時代 を超えて い た と言える の で ある 。

　ハ ウ の 白痴論の 特長は、白痴児お よび その 教

育の 社会的位置づ けにあ っ た と思 われ る。白痴

児を同胞 ・隣人愛の 対象お よび権利主体 とす る

の は、盲児の 場合 と同 じで あ る 。 しか し盲児 を

対象 とす る権利論が 社会に 受容 される の は、そ

の 教育成果が彼の 主張通 りに現実化され たか ら

で あ り、 白痴児 を権利 の 受益 者に含め る とい う

レ トリ ッ ク ヒの 整合性だけで は 、 白痴児権利論

が受容され る こ とは困難だ っ た 。 しか し、十分

に社会に受容 されたわけで は ない として も、彼

の 白痴論の 主張が 1852年の マ サ チ ュ
ー

セ ッ ツ州

義務教育法以 前の 段階で提案され た こ とは、も

っ と重視 される べ きで あろ う。

　教育論における 白痴児 の行動理 解 と指導の 具

体化 に つ い て は、第
一

世代の 教員 となる ニ ュ
ー

ヨ
ー

ク校の 校長 、 H ．B ．ウ ィ ル バ ー
（Hervey

Backus　Wilbur　1820−1883）医師や マ サ チ ュ
ーセ

ッ ツ 校の JB ．リチ ャ
ーズ （James 　B ，　Richards

1817−1886）が述べ て お り、ハ ウ の
一般論に 実

体 を与えた 。 最 も指導が 困難だ っ た リチ ャ
ーズ

の 生 徒 は 、 以 下 の よ う な 状 態 で あ っ た

（Richards ［1885］175）。

　　　 8 歳 6 ヶ 月 くら い の 男児 、 目に光る物を

　　　か ざして も瞬 きしな い 、移動の 力な し、

　　　下肢 はまひ、痛覚が な く、触覚 もな い 、

　　　寝返 りせ ず、何 もしない 。

　確かに リチ ャ
ーズ の 指導法は、子 どもが反応

す る まで 何度で も繰 り返 して刺激 を与 える と い
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ア メ リカ合衆国草創期 にお け る寄宿制障害児教育施 設慈善性 と教育目的 ・
本質との 関連

う単純な もの で あっ たが、そ れで も行動の 変化

が生 じる例があ っ た の で ある 。 それ は 、 子 ど も

が もっ て い る、唯
一ある い は最小 限の 欲求 と い

う現時点の状態 に対応 しつ つ 、それか ら 「欲 求

の 階段 を
一

段ずつ 登 っ て、人 間の あ らゆ る発達

の 尺 度を上が っ て い く」 （Richards ［1885］ 175）

とい う信念の もと、観察お よび創意工夫 と愛情

に裏づ け られた指導で あ っ たか らである 。

　 しか し白痴 問題 にお い て 提起 された画期的な

ハ ウ の 所論は、実践論 と して は具体化 され なか

っ た 。 ウ ィ ル バ ー
の 臨床 的な教育方 法 （New

York　Asylum 匚1866］15）や リチ ャ
ーズ の情念

的 な教職論は 、 重要で はあ るが部分的で しか な

か っ た 。 とい うよ りも、先覚者の 白痴教 育論 は

時代 よ りも遙か に進んで い た とい うこ とで あろ

う。 教育可能か 否か 、 その 教育可能性が 通常 の

教育 とどの ように連続的 な関係に あるか が、創

設期 の 白痴学校の教育 目的 ・本質 に対する社会

の 期待で あ っ た 。 これ が 、創設期に明確
・明瞭

に解決された とい うよ りも、 聾唖教育創始に 当

た っ て鍵 とな っ たキ リ ス ト教徒 へ の 育成可能性

と同 じよ うに、 とりわ け大 きな行動の 改善を示

した 白痴児の 事例 をもとに、白痴 学校 を創設す

る説得 の根拠に な っ た とい えよう 。 こ の こ とが

後に 、 精神 薄弱児は教育可能か 、教育に よ っ て

行動の 変化が生 じるか否かが学校内の 評価で は

な く、彼 らの 行動変化 の 量 と質 （た とえば貧 困

や 非行）に対する疑問が社会的に確立 し、白痴

学校 が隔離施設化する根拠 になる の で ある （中

村 ［1987］534−536）。 そ して現代 に 至 る まで 、

白痴 は 、 精神薄弱 ・精神遅 滞 ・知的障害ある い

は重 度
・重複 障害 と して 、 社会的 には最も理解

が 困難な障害 カ テ ゴ リーとし て 、存在 し続けた

ままで あ る
15
。

結語 一ステ ィグマ 認識と教育論

　1．障害 （児）お よび障害児教育とス テ ィ グマ

　草創期の 障害児教育にお い て ス テ ィ グマ に関

連す る最大の 要素 は 、 事業の 慈善性で あ っ た 。

と い うの は、事業の 慈善性 は、教育の 目的 も内

容も規定する か らで ある 。 そこ で 最初に、19世

紀前半の障害児教育事業がその解消に苦闘 した

慈善性に つ い て 確認 して お か な けれ ば な ら な

い 。 それ は慈善の 二 義性で ある 。 慈善性が ス テ

ィ グマ の 付与 と関連す る の は 、 物心両面に おけ

る依存的存在 として 障害児を見 なす こ と にな っ

たか らであ り、そ れ は職業自立 を妨 げる最大の

問題 とな っ た こ とは 、 すで に盲院でみ た とお り

である 。

　 しか しなが ら 、 慈善は キ リ ス ト教 に お ける 当

然の 倫理 として 、弱い 存在 で ある障害児に対す

る同胞愛や 隣人 愛の 発露の 源で あ っ た。 したが

っ て 、 こ の 意味で の 慈善性は称揚され る べ きで

あっ た し 、 現実に財源確保の た め の レ トリ ッ ク

で もあ っ た 。 聾唖院が 慈善性 に制約 を加 える見

解 は 、 「私 費生 に も開放されて い る」 との 意味

で あ っ た よ うに 、 聾唖院で は ス テ ィ グ マ を意識

した慈善性の 限定 ではなか っ た の であ る 。

　すな わち、称揚 され る べ きキリ ス ト教 的 ・個

人的な慈善と して の 救済行為 と、 要保護的 な状

態にあ る人 々 に対する救 済が ス テ ィ グ マ を生 じ

る と い う慈善の 社会的な機能や意味 の 違 い 、い

わば慈 善事業 の 負の 面 に対する認識 を意識せ

ず、前者の 意味で 「慈善」 を使用する傾 向にあ

り （Mitchel1［ユ818コ 33，36）、 後発の 聾唖院も

先例 に倣 っ た の で ある （た とえば ユ843年創設の

イ ン デ ィ ア ナ州 立校 。 Warner ［1930］3L32 ）。

「聾 唖院は終生 保護施設で は な く、聾 者の 教育

の ため の 学校で ある」 とい う主張が 出て くるの

は、19世紀半ばで あ っ た （Best ［1914］148）。

　ス テ ィ グマ の 意識が盲院で 痛切 に感 じられ た

の は、職種が 極度に制限 され て い る ため に、職

業自立が 困難 となる とい う事情 だ けで な く、卒

業後に どの ような社会生活を送 らせ た い か と い

う学校側 が描 くビ ジ ョ ン の濃淡の 差で もあ っ

た 。

　 2 ．ス テ ィ グマ 解消の努力 と教育 目的 ・ 本質

　　の 変化

　ハ ウは、盲人用キ リス ト教典 を多数印刷 した

よ うに キ リ ス ト教教育に 熱心で はあ っ たが 、 職

業 自立 を妨げる ス テ ィ グ マ の存在 を認識す る よ

うに な っ たの は 、 職業教育に力 を注 い だ に もか
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か わ らず、卒業生 の 生 活状況が 改善 され な い 現

実 に直面 したか らで ある 。 それだけ、盲教育の

職業 自立 に対す る貧困解消 とい う社会的圧 力が

大 きか っ た とい うこ とが で きる 。 慈善は キ リス

ト教徒 に は確 か に 「誇 ら しい 積極 的 な意 味」

（上 野 ［1991］40）があ っ た 。
ハ ー

トフ ォ
ー

ド

聾唖院は、聾唖児 に対 して教育 に よる救済の 有

効性 を具体的に示 した とい う意味で 功績が あ っ

たが 、彼らは慈善の ネガ テ ィブ な面へ の 認識が

希薄で あ っ た 。 校長が 、 同胞愛 に基づ く慈 善性

に基盤をお く聖職者で あ っ た ため で あろ うと思

われ る 。 聾唖院 → 盲院→ 自痴学校へ の 展開は理

論的 ・実践的な発展で はあ っ たが 、それ は予定

され て い た わけで もない し、簡単 に発展 したわ

けで はなか っ た 。 問題 の 所在 と改善策を認識す

る校長等 、 新 しい 理論 や実践 を構想し、実現す

る力 とそ れ を支える資源が あ っ て こ そ 、 発展が

可能で あ っ た 。 障害に絡 む ス テ ィ グ マ 問題は そ

の 一
つ で あ っ た 。

　障害児教育の 草創期にお い て ほ と ん どハ ウ だ

けが、ス テ ィ グ マ 問題に対 して総合的な対応を

した と思 わ れ る 。 彼の 対応は 、ス テ ィ グ マ の 認

識だ けで な く、教育 の 改善 と社会的理 論化 、 寄

宿舎の 小舎 へ の 変更、盲人像の 変更に まで 及ん

だ 。 19世紀 中葉 までに 限 っ て い えば 、盲院教育

で は、就労困難な盲成人の ために成人授産所の

開設 と経営 の分離 、 盲人の 働 く権利 と平等な市

民の 要求、分散的処遇論の 提案に よ っ て ス テ ィ

グ マ の付与 の軽減 に努力 し、1860年代以 降に お

ける盲院か ら盲学校へ の脱皮 の 基盤 を築い た と

い える 。 白痴学校は、教育 ・学校の 根本的問題

と社 会的関連 に つ い て 優 れた 問題提 起 を した 。

その 新鮮さは 白痴学校初期 こ そ影響力が あ っ た

もの の 、白痴生徒 の校 内滞留 問題 に対す る有効

な手段 が ない まま、1860年代ア メ リ カの 貧困 ・

犯罪等の 社会病理 の拡大 とそ の 原因 と して の 精

神薄弱説 と白痴学校の 施設化へ の 序曲を迎える

こ とにな る 。

　何 を教育の 目的とする の か 、 教育 と は何かは、

キ リ ス ト教徒 へ の 育成 と職業 自立 を前提 としな

が ら も、 障害 カ テ ゴ リ
ー

、 時期、担 い 手等の 資

源 に よ っ て 左右 さ れ だ
6

。 19世紀前 半 と い うア

メ リカ障害児教育草創期 にお い て は、教育の 目

的 も本質も、狭 い 、固定された方向と内容か ら 、

しだ い に、よ り広い 人間的基盤 と社会構成員の

育成 とい う方向に拡大 し、 白痴教育にお い て は、

障害児教 育の 新 しい 次元 を期待 させ る に至 る 。

義務教育制度が ほ とん ど存在せ ず 、 公立学校制

度が未熟な段 階に お い て 、 公立学校制度か ら分

離 した事業の なかで 、貧困 とス テ ィ グ マ を軸に

しなが ら、 障害児教育が営まれ た の で あっ た 。

【註】

1．基本的観点等 の 研究方法お よび時期区分に つ

　い て は、中村 ・
岡 （2009） 117−124 に準拠 して い

　る 。

2 ．富裕層の 親 の なか に 、イギ リ ス の 聾唖院 に 留

　学 させ る例 もあ っ た 。 国内で 聾児を教育す る と

　い う需要は 一ヒ層 の 親 に み られ、聾 唖院創設 が構

想 される もの の 、実現 し なか っ た り 、 存続 が永

　続化しない 例があ っ た。荒川 （1970） 257−261 ；

　Sanbom （1876）clx−clxli ；Valentine （1993） 12−13

　お よ び バ ン ・
ク リ

ー
プ1クロ ーチ （1993）26−30参

　照 。

3 ．ハ ー
トフ ォ

ー
ド聾唖 院 の創設提案は 、1812 −14

　年 の 問、T．H ．ギ ャ ロ ー
デ ッ トの ア リ ス との 面識 か

　ら発す る とす る説 も多 い
。 た とえば バ ン ・ク リ

　
ープ／ク ロ ーチ （1993，34 −35）。こ の よ う な 説明

　は、か な り古 くか ら成立 し て い た よ うで あ る

　（Anonymous ［1858］519）e しか し1812年 5 月に

　は、後述 す る 別 の 聾唖児の 親に よ る教育可能論

　の 雑誌掲載があ り、 6 月には コ グ ス ウ ェ ル の 働

　きか けか ら始 ま っ た コ ネチ カ ッ ト州会衆 派聖職

　者協会に よ る聾唖者数調査 が発 表され て い る こ

　とか ら （Valentine［1993］ 20−22）、聾 唖 院創設運

　動 は、ギ ャ ロ
ー

デ ッ トが個 人的な 関心 を もつ 以

　前か ら、聾唖児の 親の 主導に よ り、開始 され て

　い た の は 明 らかであ る 。 荒川勇 （1970）266−272

　も参照。

4 ．http：〃www ．cslib．orgfmemorials ／gilbertsbio．htm；

httP：”bioguide・congress ．gov！scripts ！blodisplay，pl？ind

　ex−GOOOI78

5 ．バ ン ・ク リ
ー

プ／ ク ロ ーチ （1998）からの 引用 は、

　セ イ ラ ム （土谷訳 で はサ レ ム ）、キ ン ブ ル （同じ

　くキ ン ボ
ー

ル ）の よ うに 、 邦訳 を変更 した箇所
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ア メ リ カ 合衆国草創期 にお け る寄宿 制 障害児教育施設慈善性 と教育 目的 ・本質 との 関 連

　 がある 。

6 ．上層の 聾唖児の 教育内容と して ギ ャ ロ
ー

デ ッ

　 トが 何 を想定 し て い た の か は 、L ．ク ラ ーク

　 （Laulent　Clerc　1875−1869）との 契約書か ら推測 で

　 きる。バ ン
・ク リープ ／ ク ロ

ーチ （1998）39。

7 ．コ グス ウ ェ ル の 祖 父 と父親は会衆派の 聖 職者

　 で あ り （Valentine ［1993］22）、1815年 4 月 13日

　 の 聾唖 院設立 に 関する協議に 参加 した他の 8 人

　 中 2 人 は 会衆派の 聖職者 だ っ た （そ の うち の 1

　人はT．H ．ギ ャ ロ ーデ ッ ト （Thomas 　Hopkins 　Gal−

　 laudet　1787−1851）。
　 Valentine［1993］ 23）。

8 ，こ の 例 が 、民 間慈善事業に 対す る ア メ リ カ 最

　初の 公費支出 で あ る とされ る。

9 ．ハ ー トフ ォ
ー ド聾唖 院で は1819年 5 月発行 の

　第3年次報告に お い て 、 初め て 職業に 関連 した 教

　育内容と して 園芸 や 手仕事 （mechanical ）に 言及

　する 。 それ に対 しては 、 活発な勤勉習慣 の 形成 、

　健全 な身体的健康、娯楽、道徳 と規 律の 基礎 と

　 して の不規則 で怠惰 な生活 の 防止 とい う多様 な

　意味が付与され て い た 。 しか し少な くと も初期

　の ハ ー
トフ ォ

ー
ド聾唖院で は 、 乎 を用い た仕事

　は 子 ど もの 境 遇 に左右 され て 用 意され て お り、

　手を用 い た作業の指導の 種類 と程度は 、個人 の

　能力だけ で な く親 の 願望 に応 じて 配分 され て い

　た 。 貧 し い 親の 場合 に は 自活手段の 獲得 の た め

　で あ っ た 。 Co   ecticut　Asylum　Annual　Report，　3rd

　（1819），
4−5。

10．http：〃www ．omsby ．org ！genie／Miscellaneous1Bar−

　 bee．html

lL バ ン
・ク リ

ープ ／ ク ロ ーチ （1998〕86．ギ ャ ロ
ー

　デ ッ ト大学 の Timeline（http：〃archives ．gallaudet．

　 edufTimeline ．htm）で は New 　England　of　the　Deafの

　結成は 1853年とな っ て い る 。 こ の 違 い は、両者

　の 名称 に もや や 違 い が あ り、Van 　Cleve　 and

　Crouch （1989）で の 1854年説が 「正式に」 （p．87）

　結成 され た 年を指 して い る こ と に よ る の か もし

　れな い 。

12．ベ イ コ ン の 主導は 、州都 ジ ャ ク ソ ン ビ ル で す

　で に 胚胎 して い た盲院創設運動 な しに は 不可能

　だ っ た （Hendrickson ［1972］ 1−11）。ア メ リ カ の

　盲院創設 で は盲人 の 関与が ほ と ん ど な か っ た こ

　とは、近代 日本で は盲人主導の 盲院 開設運動が

　あ っ た こ とと対照 的であ り、そ の 意味づ け の 再

　検討が必要 で あ ろ う。

13．ア メ リ カ の 最初 の 白痴学校は、1848年にHB ．

　 ウ ィ ル バ ーに よ りマ サ チ ュ
ーセ ッ ツ 州 ベ ア リ ィ

　 に 私 立学校 と して 開設 され る が 、 聾唖院の よ う

　 に 公 共化す る こ と は な く、富裕層 の 学校と して

　 発展 して い っ た 。 中村 （1987）643−677。

14．マ サ チ ュ
ーセ ッ ツ 白痴学校 は 、1848年10月開

　設の 州費に よ る 実験学校段 階 （The　Experimental

　 School　for　Teaching 　and 　Training 　the 　Idiotic

　 Children ）で も、 州費を財源 と して 恒 久化 した

　 1851年 の 法人立校 開設 で も、schoo1 を名乗 っ て い

　 る 。 1854年に開校 した ペ ン シ ル ベ ニ ア 校 も初 代

　校 長が マ サチ ュ
ーセ ッ ッ 白痴学校 の 教員だ っ た

　 リチ ャ
ーズ で あ っ た こ と もあ り、初 例 の school

　を踏襲する （The　Pennsylvania　Training　Scheol　for

　 tdiotic　and 　Feeble−Minded 　Children）が 、1851年に

　開設 した ニ ュ
ー

ヨ
ーク 州 立 校は The 　New ．York

　Asylum 　for　ldiotsで あ る。

15．た とえば学校教育 とは何か とい う議論 は、イ

　 ン ク ル
ー

ジ ョ ン 運動 の 前夜、1980年代 に 再 度、

　繰 り返 される こ とにな るほ ど、こ の 問題 は根本

　的な問題で あ る 。 J．M ．カ ウ フ マ ン （James 　M ．

　Kauffman）ら、い わ ゆ る special 　educator とス タ イ

　 ン バ ッ ク 夫妻 （W ．and 　Susan　Stainback） ら との 間

　 の 最重度児教育論争がそれ で あ る 。 中村 （1987b＞

　 152−153，156，

16。慈善性 の 残存 は実態 の 反映 で もあ っ た 。 た と

　えばイン デ ィ ア ナ州立校は 19世紀半ば過ぎまで 、

　ア サイ ラ ム の 機 能 も持続 して い た 。 教育終了後

　 もかな りの 数の貧 し い 聾唖者が被保護者 と し て

　聾唖院 に 毎年残 っ て い た とい う （Warner ［1930］

　23）。
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The educational  purpose of  schools  for the deag  the  blind, and  the  idiot and  its relation  to

     the  stigma  of  charity  attached  to them  in the early  nineteenth  century  America

MfikioNAKAMURA

  The purpose of  this paper is to clarify how  the schooi  officials and  the persons concerned  (people
with  disabilities and  their parents) established  the  basic concepts  of  the educational  facilities for the

dea£  the blind, and  the 
"idiot"

 in the first halfof the  nineteenth  century  America, and  changed  them.

The  school  officials of  the deaf had no  awareness  of  stigrna produced by charity, for they  were  c]ergy-

men,  and  the deaf students  could  engaged  in primary industries. In comparison  with  the deaC the blind

could  not  find work  chances  for blindness, While the  school  orucials  ofthe  blind stmggled  hard to find

workplace  for their student's  independence, they  took  recognition  that charity  brought forth stigma  and

obstructed  their student's  independence. Therefore, the  officials  coped  with  stigma  for students

through  the improvement  of  their education  and  new  theory on  their education  and  life in community.

These official's effbrts led to the transformation ofcharity  schools  into residentiat  public schools  for

the deaf and  the blind in the late nineteenth  century.  Schools for idiot established  in the end  of  the

1840's were  historically the flower of  charity  schools  for students  with  disabilities, given that schools

for idiets absorbed  all results oftheir  efforts at  schools  fbr the deaf and  the blind and  reflected them  in

the educational  practices for idiots. Furthermore, schools  for idiots had lofty ideals such  as  drastic in-

novation  ofconcepts  ofeducation  and  function ofschool.  However,  their revolutionary  new  ideas were

onlyimaginary.

Key  Words: first halfofnineteenth eentury  America; asylum;  deaft blind; idiot; charity; stigma
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